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北西ユーラシア域におけるカラマツ林の炭素フラックスの広域評価

Regional assessment of carbon fluxes of larch forests in north-eastern
Eurasia
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北半球高緯度では顕著な温暖化傾向が観測されている。カラマツ林は温暖化が顕在化する北方ユ
ーラシアに広く分布する生態系であり、高緯度地域だけでなく地球規模の炭素・水循環において
も重要な役割を果たしている。これまで、陸域生態系モデルを用いた研究において北方域の物質
循環に関する予測が広く実施されてきた。しかしながら、カラマツ林に関しては長期観測が困難
であるため観測データを用いたモデルの検証が不十分であった。そこで、本研究では、6サイト
の渦相関法による連続測定データを用いて、陸域生態系モデル(BIOME-BGC)を検証し、モデル
の改良・再パラメタリゼーションを実施した。また、検証されたモデルを用いて、カラマツ林を
対象とした広域炭素フラックスを計算し、人工衛星データと比較・検証を行なった。

改良を行なったモデルは、観測された炭素フラックスの日変動、季節変化、年間値を正確に再現
することができた。モデルを用いた広域解析から、以下のことが明らかとなった。1)観測データ
による検証により生態系モデルの精度を高めることが出来る。2)人工衛星による積算NDVIの年
次変動の主要因は、気温の年次変動である。3)モデルを用いた感度解析によると、春季の総一次
生産量(GPP)は気温、夏季のGPPは日射により制限されている。1979～2008年における北方ユー
ラシアのカラマツ林のGPP、生態系呼吸量(RE)は、それぞれ851、838 g C m-2 y-1となり、平均
すると13 g C m-2 y-1のCO2を吸収していた事が示唆された。
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